
連 載 連 載まいづるトピックス

89 2019 広報まいづる 10月号

（
仮
称
）舞
鶴
市
自
殺
対
策
計
画（
案
）に
ご
意
見
を

「
自
殺
者
ゼ
ロ
」
の
安
心
し
た
地
域
社
会
に
向
け
て

市
で
は
、自
殺
対
策
を
総
合
的
か

つ
計
画
的
に
推
進
し
て
い
く
た
め

「（
仮
称
）舞
鶴
市
自
殺
対
策
計
画
」の

策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
、計
画（
案
）が
ま
と
ま

り
ま
し
た
の
で
、市
パ
ブ
リ
ッ
ク
・

コ
メ
ン
ト
手
続
制
度（
市
民
意
見
提

出
制
度
）に
基
づ
き
、次
の
と
お
り
意

見
を
募
集
し
ま
す
。

�
提
出
方
法　

様
式
は
自
由
。
住
所
、氏
名
、電
話

番
号
を
記
入
し「（
仮
称
）舞
鶴
市
自

殺
対
策
計
画(

案)

に
対
す
る
意
見
」

と
明
記
し
、郵
送
か
持
参
、フ
ァ
ク
ス
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
お
問
い
合
わ
せ

フ
ォ
ー
ム
で
福
祉
援
護
課
へ
。匿
名
、

電
話
、口
頭
で
の
意
見
は
受
け
付
け

ま
せ
ん
。

�
募
集
期
間

10
月
16
日
㈬
ま
で

�
計
画（
案
）の
公
表
場
所

福
祉
援
護
課（
生
活
支
援
相
談
セ

ン
タ
ー
）、市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
、西

支
所
、加
佐
分
室
、中
・
東
・
西
・
南

公
民
館
、
大
浦
・
城
南

会
館
、東
・
西
図
書
館
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

掲
載（
左
の
コ
ー
ド
か
ら

ア
ク
セ
ス
可
）。

�
提
出
さ
れ
た
意
見
の

取
り
扱
い

提
出
さ
れ
た
意
見
な

ど
を
考
慮
し
て
最
終
案

を
作
成
。ま
た
、意
見
の

概
要
と
意
見
に
対
す
る

市
の
考
え
方
を
整
理
し

公
表
し
ま
す（
氏
名
な
ど

は
公
表
し
ま
せ
ん
）。

▼
詳
し
く
は
、福
祉
援
護
課

生
活
支
援
相
談
セ
ン
タ
ー

（
☎
66
・
５
０
０
１
、
ＦＡＸ

62
・
２
０
５
０
）

へ
。

掲げる目標
基本目標 “いのち”支える安心した生活が送れる地域社

会の実現
数値目標 「自殺者ゼロ」を目指すことを基本に自殺対策

を推進し、令和５年度中までに平成 27 年の実
績値から 30㌫以上減らすことを目指します。

取り組む施策
基本施策

（全ての市町村が取り組む
べきとされている施策）

①地域におけるネットワークの強化
②自殺対策を支える人材の育成
③住民への啓発と周知
④生きることの促進要因への支援
⑤児童生徒の SOS の出し方に関する教育

重点施策
（本市における自殺の実態
に応じて設定する施策）

①高齢者（各相談窓口での情報提供）
②生活困窮者（生活支援相談センター案内など）
③子ども・若年層（教育現場や対象世代への周知）

（仮称）舞鶴市自殺対策計画（案）の概要

全
国
の
産
地
か
ら
集
ま
っ
た
茶
の

品
質
を
競
う「
全
国
茶
品
評
会
」が
８

月
27
日
～
30
日
に
愛
知
県
で
行
わ
れ
、

舞
鶴
の
か
ぶ
せ
茶
が
日
本
一
に

全
国
茶
品
評
会
の
結
果

か
ぶ
せ
茶
の
部
で
本
市
が
産
地
賞（
第

１
位
）を
獲
得
し
ま
し
た
。
ま
た
、個

人
の
部
で
も
１・２
、４
位
に
入
賞
す

る
な
ど
、高
い
品
質
が
評
価
さ
れ
ま
し

た
。本

市
は
、平
成
24
年
～
28
年
に
か
ぶ

せ
茶
の
部
で
５
連
覇
を
果
た
し
た
も

の
の
、自
然
災
害
な
ど
の
影
響
で
昨
年
、

一
昨
年
は
賞
を
逃
し
て
お
り
、日
本
一

へ
の
返
り
咲
き
は
地
域
や
生
産
者
に

と
っ
て
悲
願
で
し
た
。

か
ぶ
せ
茶
と
は
、新
芽
が
２
、３
枚

開
き
始
め
た
こ
ろ
か
ら
２
週
間
程
度

茶
園
に
覆
い
を
か
ぶ
せ
て
日
光
を
遮

り
、渋
み
を
抑
え
て
う
ま
み
を
引
き
出

し
た
お
茶
の
こ
と
。例
年
、生
産
者
を

は
じ
め
と
し
た
１
０
０
人
以
上
で
手

摘
み
し
た
茶
葉
を
出
品
し
て
い
ま
す
。

褒
賞
授
与
式
は
11
月
16
日
㈯
に
開

か
れ
る
全
国
お
茶
ま
つ
り（
愛
知
県
）

で
行
わ
れ
ま
す
。受
賞
は
次
の
と
お
り
。

�
産
地
賞 

か
ぶ
せ
茶
の
部（
団
体
賞
）　

全
国
１
位

�
個
人 

か
ぶ
せ
茶
の
部　

　

❖
１
位
…
菱
田
繁
政 

❖
２
位
…

菱
田
美
代
子 

❖
４
位
…
増
茂
義
郎

　
　
　
　
　
　

  《
農
林
課
》

中
学
生
が
ま
ち
へ
の
思
い
を
発
表

市
長
と
ま
ち
の
将
来
を
議
論

９
月
1
日
に
「
市
長
と
中
学
生

の
ふ
る
さ
と
舞
鶴
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」

を
赤
れ
ん
が
２
号
棟
で
開
催
し
ま

し
た
。
市
内
７
中
学
校
か
ら
各
校

１
人
が
参
加
し
、
将
来
の
夢
や
住

み
続
け
た
い
ま
ち
な
ど
の
テ
ー
マ

で
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
発
表
し
ま

し
た
。
ま
ち
の
次
代
を
担
う
若
い

世
代
が
「
自
分
た
ち
で
ま
ち
を
変

え
て
い
く
」
と
い
う
思
い
を
持
っ

て
も
ら
う
こ
と
が
ね
ら
い
で
す
。

議
論
の
中
で
は
「
交
通
ア
ク
セ
ス

が
良
く
な
れ
ば
地
元
に
暮
ら
し
な

が
ら
都
会
で
働
け
る
」「
そ
の
移
動

時
間
を
楽
し
め
る
の
が
舞
鶴
ら
し

い
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
出

ま
し
た
。
参
加
し
た
生
徒
か
ら
は

「
思
い
を
伝
え
る
良
い
機
会
に
な
っ

た
」「
都
会
に
似
せ
る
の
で
は
な
く

舞
鶴
ら
し
さ
を
生
か
し
た
施
策
を

実
施
し
て
ほ
し
い
」
な
ど
の
感
想

が
あ
り
ま
し
た
。　
　
　
　

《
学
校
教
育
課
》

楽
し
く
学
ぼ
う
救
急
フ
ェ
ス
タ

救
急
の
「
Q
（
ク
エ
ス
チ
ョ
ン
）」
を
解
決
！

９
月
８
日
～
14
日
の
救
急
医
療
週
間

の
初
日
に
合
わ
せ「
救
急
フ
ェ
ス
タ
in

ま
い
づ
る
」を
東
消
防
署
・
防
災
セ
ン

タ
ー
で
開
催
。
約
１
，０
０
０
人
が
会

場
を
訪
れ
ま
し
た
。こ
の
日
は
、ク
イ
ー

ン
ま
い
づ
る
の
３
人
が
一
日
救
急
隊
長

を
務
め
、東
・
西
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
の

子
ど
も
達
と
心
肺
蘇
生
法（
P
U
S
H

講
習
）を
実
施
す
る
な
ど
救
急
Ｐ
Ｒ
活

動
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、オ
ー
プ
ニ

ン
グ
に
は
倉
梯
幼
稚
園
の
園
児
に
よ
る

救
急
を
テ
ー
マ
に
し
た
歌
と
踊
り
や
ハ
ー

ラ
ウ
・
フ
ラ
・
ア
カ
ハ
イ
・
マ
ー
リ
エ

の
フ
ラ
ダ
ン
ス
、東
舞
鶴
高
校
書
道
部

の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

近
畿
・
北
陸
地
域
の
高
校
な
ど

の
軽
音
楽
部
が
競
い
合
う
「
第
１

回
近
畿
北
陸
高
等
学
校
軽
音
楽
コ

ン
テ
ス
ト
」
が
８
月
31
日
、
総
合

文
化
会
館
で
初
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
に
は
京
都
の
ほ
か
大
阪
や
兵

庫
、
石
川
か
ら
10
校
11
組
の
バ
ン

ド
が
参
加
。
人
気
曲
の
カ
バ
ー
や

オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
練

習
を
重
ね
た
楽
曲
を
約
４
０
０
人

の
観
客
に
披
露
し
ま
し
た
。
演
奏

は
、
連
帯
、
協
調
、
創
意
の
観
点

を
中
心
に
審
査
さ
れ
、
初
代
グ
ラ

ン
プ
リ
に
は
大
阪
市
立
鶴
見
商
業

高
校
軽
音
楽
部
が
輝
い
た
ほ
か
、

市
内
唯
一
の
出
場
で
あ
っ
た
舞
鶴

高
専
は
市
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

防
災
セ
ン
タ
ー
内
の
常
設
コ
ー
ナ
ー

で
は
、消
防
車
両
の
展
示
や
救
急
ク
イ

ズ
、Ａ
Ｅ
Ｄ
の
体
験
な
ど
の
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
も
行
わ
れ
、大
人
も
子
ど
も
も

救
急
・
消
防
に
親
し
み
、命
の
大
切
さ

を
学
び
ま
し
た
。　　
　

 《
消
防
本
部
》

本
大
会
は
、
昨
年
５
月
に
設
立

し
た
舞
鶴
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
コ
ミ
ッ

シ
ョ
ン
（
観
光
振
興
課
内
）
の
誘

致
活
動
で
、
N
P
O
法
人
全
国
学

校
軽
音
楽
部
協
会
と
市
が
共
催
で

実
施
。
こ
れ
ま
で
、
近
畿
と
北
陸

が
共
に
競
い
合
う
コ
ン
テ
ス
ト
が

な
く
、
両
地
の
接
点
に
な
る
舞
鶴

で
開
催
が
決
ま
っ
た
も
の
で
す
。

市
で
は
、
今
後
も
プ
ロ
・
ア
マ

問
わ
ず
音
楽
活
動
を
応
援
し
、
音

楽
を
愛
す
る
人
た
ち
が
集
う
ま
ち

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

《
観
光
振
興
課
》

初
開
催
の
軽
音
コ
ン
テ
ス
ト
で
11
バ
ン
ド
が
熱
演

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
市
内
に
コ
ン
テ
ス
ト
を
誘
致

９
月
３
日
、
京
都
府
立
医
大
の
学

生
25
人
が
地
域
医
療
実
習
の
た
め

に
本
市
を
訪
問
。
子
育
て
交
流
施

設
あ
そ
び
あ
む
で
実
習
を
行
い
ま

し
た
。

実
習
に
訪
れ
た
の
は
医
学
科
の
生

徒
20
人
と
看
護
学
科
の
生
徒
５
人

で
、
本
市
の
子
育
て
施
策
な
ど
の

説
明
や
施
設
見
学
を
行
っ
た
ほ
か
、

実
際
に
あ
そ
び
あ
む
で
行
わ
れ
て

い
る「
あ
そ
び
」を
体
験
。
そ
の
後
、

京
都
府
立
医
大
生
が
舞
鶴
を
訪
問

未
来
の
医
療
人  

あ
そ
び
あ
む
で
実
習

来
館
し
て
い
た
子
育
て
中
の
保
護

者
と
懇
談
し
、
地
域
医
療
の
現
状

や
そ
の
在
り
方
に
つ
い
て
意
見
交

換
を
し
ま
し
た
。

学
生
は
そ
の
後
、
６
日
ま
で
舞
鶴

医
療
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
に
市
内
の

医
療
機
関
や
福
祉
施
設
な
ど
で
臨

床
実
習
を
行
っ
た
ほ
か
、
各
種
研

修
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

《
地
域
医
療
課
》


